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相談事例紹介技術センター事業から

ＥＭＣ技術セミナーのご案内 デザイン担当ではこんなご相談を受けています

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 応用技術課 電気・電子担当　TEL：075-315-8634  FAX：075-315-9497  E-mail：ouyou@kptc.jp

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 応用技術課 デザイン担当　TEL：075-315-8634  FAX：075-315-9497  E-mail：design@kptc.jp

　「ＥＭＣ」とは、「Electro Magnetic Compatibility」の略で「電磁環境両立性」
と訳されるように、電気製品が周辺に出す電磁ノイズをどれだけ抑えられるか
(「ＥＭＩ」といいます)と、周辺の様々なノイズに耐え正常に動作するか(「ＥＭＳ」と
いいます)との両方の性能を同時に達成させることをいいます。
　この「ＥＭＣ」は、現在、電気製品を世の中に出す場合は、ほぼ世界中で適合が
求められている重要な基準です。日本でも電気用品安全法の中で、感電防止や
発火防止と並んで適合させなければいけない技術基準の一つとして規定され
ています。
　具体的にみると、「ＥＭＩ」は、電気製品が出す電磁ノイズにより通信や放送そし
て近接の電気機器に悪影響を与えることを防ぐために規定されており、「ＥＭＳ」
は静電気放電など自然由来の電磁ノイズも含めて、外来電磁ノイズの中でも
電気製品が安全かつ正常に機能するために規定しているものです。

ＥＭＣとは？

　府内企業のＥＭＣ技術向上に役立てていただくため、関連業務に就かれてい
る方などを対象に、ＥＭＣ技術セミナーを開催します。
　第1回は、新たに電気製品の製品開発業務に就かれた方を対象として、入門
編となる「ＥＭＣ規格と試験方法」について、また、そのＥＭＣの考え方の根底とし
て知っていなければならない「製品安全　基礎」についての内容です。(詳細は
下記に記載)
　また、その後も、設計の上で必要となる「電気回路理論」やノイズ計測などで
必要な「試験計測器の取扱い方実習」など、計4回程度を予定しています。
　EMC技術の基礎から応用までを体系的に習得できる機会ですので、ぜひご
参加ください。

平成29年度ＥＭＣ技術セミナーのご案内

【日　　時】 平成２９年６月28日（水）１３：３０～１７：００
【会　　場】 京都府中小企業技術センター ５階 研修室
【内　　容】

【受 講 料】 無料
【定　　員】 ５０名
【申込方法】 当センターのホームページ（https://www.kptc.jp/）からお申込いただくか、下記のお問い合わせ先へご連絡ください。

※第2回以降の内容は決まり次第、当センターホームページにてご案内します。

〈第一部〉 製品安全 基礎
講師：一般社団法人関西電子工業振興センター 試験事業部 EMC・安全技術グループ 安全試験チーム チームリーダー　中山 太介 氏

〈第二部〉 EMC入門編
講師：一般社団法人関西電子工業振興センター 試験事業部 事業部長付担当部長　泉 誠一 氏

電気用品安全法技術基準の読み解き方概要および製品安全の基礎として安全とは？危険とは？を説明いただきます。
また、基礎概念のうち、特に感電の危険および絶縁の考え方を中心に実際の試験項目を交えながら解説いただきます。

EMC規格の成り立ちや、実際のＥＭＣ試験の概要をメインとして、ノイズ対策設計の考え方についても分かりやすく解説い
ただきます。また、参考情報として、国内外の最新EMC規格の動向についても紹介いただきます。

電波暗室でのＥＭＣ試験の様子

昨年のセミナー(計測器取り扱い実習)の様子

　「これからはますますデザインが重要になりそう」「他社の製品と差をつけ、明らか
なアドバンテージを得るためにはデザインが不可欠か」と感じられたことはありま
せんか。
　「でも実際にどう進めたらいいのだろう」「自社に合ったデザイン活用の内容や方法は」
「デザイン料ってどれくらい必要なのか」「その費用でどれだけのことをやってくれる
のだろう」「そもそもデザイナーをどうやって探し、何を基準に選べばいいのだろう」。
そんなときには当センターにご相談ください。

●まず、これまでお受けしたデザイン相談の傾向と共通する
ポイントをご紹介します。

 1）さまざまな業種からの相談を受けています

　デザインというと生活雑貨や日用品、服飾関連や小売業などが
中心と思われがちですが、最近は請負加工や受注生産がメインの
ものづくり企業、部品メーカーや機械メーカーからの相談も増えて
います。さらには農業や加工食品、地域の活性化など幅広い分野
からの相談も受けています。

 ２）きっかけは「見た目を良くしたい」から、だけど

　初めてデザインの必要性を感じて相談に来られた企業さんの
多くは「この製品をもっとかっこよくしたい」「このパンフレットを
もう少しきれいにしたい」と強く思われたことがきっかけになって
います。
　でもセンターに来られてお話しを聞き、あれこれ質問し確認して
いくうちに、「え、なんでそんなことまで聞くの？」「デザインするの
にどうしてそれが関係あるの？」と疑問を持たれ、その理由を説明
するとようやく納得いただいて、じつは見た目をどうこうするより先
に、考えねばならないこと、整理しておかなければならないことな
どが見えてきます。そこからが「デザイン」なんだと理解いただい
て、本当の意味でのデザインが始まります。

 ３）まずは問題の本質を明らかにするところから

　デザインを単に見た目、装飾的なものという感覚で取り組んで
しまうと、その効果が得られないばかりかデザイン不信に陥ってし
まい、せっかくのデザイン活用の機会を逃してしまうことにもなり
かねません。
　デザインは、まず問題の本質を発見するところで威力を発揮し、
さらにそのソリューションを考えていく上でも有効に働きます。モ
ノのデザインとコトのデザイン。色や形の問題だけでなく、ブラン
ディングやコンセプトづくり、そのための「見えない問題」の発見な
どにも「デザイン」の考え方やアプローチは役立ちます。

●次に相談事例のご紹介です。ただし、守秘義務がありますの
で、実例を元に創作したものです。

 事例-1）パッケージの図柄がほんとにダメなのか？

　地元の仕出屋さんが販売している鯖寿司。肉厚の鯖を使ってい
てボリューム満点、1本3,000円はかなりのバーゲン価格なのにあ
まり売れない。これは包装紙の図柄がイマイチなのが原因だと思
うので、もう少し良いデザインにしたい、というご相談。

　包装紙のリニュアルを考えるにしても、主な購入対象者（ター
ゲット）を、どんな暮らしをしている、どんな年齢層の人とするかに
よって方向性が変わってきます。なので、中心となる顧客像を明ら
かにするためにいろいろ質問していると、どうも年配のご夫婦や一
人暮らしが多い。ということは、いくらバーゲン価格でも、1本買う
と多すぎる、食べ切れないから買わないのではないかと推論し、食
べ切りサイズも用意してはどうかという提案をしました。
　その後、1，500円のハーフサイズも発売され、売れ行きは上々
ということでした。

 事例-2）初めての自社製品、そのココロは？

　これまでずっと受注加工を中心でやっているが、品質は当然で、
値段と納期ばかりが求められる。以前から、他社には真似のできな
い魅力的な商品を開発して販売したいと考えており、自社の得意
技術を活かして試作品を作ってみたので意見を聞かせてほしい、
というご相談。

　最初に作られたのは、親子で一緒になってデザートを作る道具
で、用途の割にすごく手の込んだ精緻な仕上げがされていました。
なぜこのアイテムなのか、というのを聞き込んでいくと、相談者自
身も直感で作ってみたということで、明確な方針を定めておられる
わけでもありませんでした。そして二作目は昔ながらの遊びをモ
チーフにしたゲーム、三作目は楽しい調理道具と、新たな試作品を
見せていただくうちに、そこに共通している要素に気づきました。
「あなたは、親と子、人と人との結びつきをフィジカルな場面であら
ためて深くするような商品を世に出したいのではないか」と。
　相談者はご自分の行動の根本にあった思いを確認され、それに
基づいて外部デザイナーと一緒になってブランドコンセプトを構
築し、個々のアイテムを開発。トータルなイメージを大切にして販
売されています。

　デザインの活用について、相談したい、詳しく知りたいとお考え
の際は、応用技術課デザイン担当へお気軽にご相談ください。


